
【ミシカル便り】岐阜での出会いを、これからの防災につなげて
皆さま、こんにちは。ミシカル事務局です。

地域で活動する方々と出会い、お話しすることは、
これからの取り組みを考える大切な機会になります。

今回は、岐阜での活動をご報告します。

■岐阜で、地域に関わる方々とお話ししました

このたび、岐阜で議員の方々や市長、
危機管理課の方々とお話しする機会がありました。

また、市が主催するイベントにも参加し、
とても刺激をいただきました。

こうした出会いや対話を、
今後のミシカルの取り組みにも
つなげていきたいと考えています。

■地域のつながりを、いざというときの力に

防災では、物資や設備を備えることに加えて、
日頃から人と人がつながっていることも大切です。

地域にどのような人がいて、
どのような活動や支援の仕組みがあるのか。

お互いを知る機会があることは、
災害時に声をかけたり、相談先を考えたりする
手がかりになります。

行政、地域の団体、事業者、住民など、
それぞれに立場や、できることは異なります。

だからこそ、一人や一つの組織で抱え込まず、
日頃から対話を重ねていくことが、
支え合うための土台になるのではないでしょうか。

https://shakaikadai.or.jp/archives/1136


■身近な地域を知ることから

地域とのつながりは、
大きな活動に参加することだけではありません。

近所の方とあいさつを交わす。
自治体の広報で、地域の取り組みを知る。
関心のある催しや、防災訓練の情報を見てみる。

そんな身近なきっかけから、
地域を知る機会が生まれることもあります。

ミシカルも、今回いただいた刺激を力に変えながら、
地域の方々とのつながりを大切に、
取り組みを進めてまいります。


